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食品表示基準（栄養表示関係）の別表（案） 

 

※下線は、栄養表示基準別表第２からの改正部分 

第１欄 第２欄 第３欄 第４欄 

たんぱく質  g  窒素定量換算法  プラス・マイナス20％  

(ただし、当該食品100g当たり

（清涼飲料水等にあっては、

100ml当たり）のたんぱく質の

量が 2.5g未満の場合はプラ

ス・マイナス0.5g) 

脂質  g  エーテル抽出法、クロロホル

ム・メタノール混液抽出法、ゲ

ルベル法、酸分解法又はレーゼ

ゴットリーブ法  

プラス・マイナス20％ 

(ただし、当該食品100g当たり

（清涼飲料水等にあっては、

100ml当たり）の脂質の量が

2.5g未満の場合はプラス・マイ

ナス0.5g) 

飽和脂肪酸  g  ガスクロマトグラフ法  プラス・マイナス20％ 

(ただし、当該食品100g当たり

（清涼飲料水等にあっては、

100ml当たり）の飽和脂肪酸の

量が 0.5g未満の場合はプラ

ス・マイナス0.1g)  

コレステ

ロール  

mg  ガスクロマトグラフ法  プラス・マイナス20％ 

(ただし、当該食品100g当たり

（清涼飲料水等にあっては、

100ml当たり）のコレステロー

ルの量が25mg未満の場合はプ

ラス・マイナス５mg) 

炭水化物  
 

g  当該食品の重量から、たんぱく

質、脂質、灰分及び水分の量を

控除して算定すること。この場

合において、たんぱく質及び脂

質の量にあっては、第１欄の区

分に応じ、第３欄に掲げる方法

により測定し、灰分及び水分の

量にあっては、次の各号に掲げ

る区分に応じ、当該各号に掲げ

る方法により測定すること。  

１ 灰分 酢酸マグネシウム添

加灰化法、直接灰化法又は硫酸

添加灰化法  

２ 水分 カールフィッシャー

法、乾燥助剤法、減圧加熱乾燥

法、常圧加熱乾燥法又はプラス

チックフィルム法  

プラス・マイナス20％ 

(ただし、当該食品100g当たり

（清涼飲料水等にあっては、

100ml当たり）の炭水化物の量

が2.5g未満の場合はプラス・マ

イナス0.5g) 
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第１欄 第２欄 第３欄 第４欄 

糖質  g  当該食品の重量から、たんぱく

質、脂質、食物繊維、灰分及び

水分の量を控除して算定する

こと。この場合において、たん

ぱく質、脂質及び食物繊維の量

にあっては、第１欄の区分に応

じ、第３欄に掲げる方法により

測定し、灰分及び水分の量に

あっては、炭水化物の項の第３

欄の各号に掲げる区分に応じ、

当該各号に掲げる方法により

測定すること。  

プラス・マイナス20％ 

(ただし、当該食品100g当たり

（清涼飲料水等にあっては、

100ml当たり）の糖質の量が

2.5g未満の場合はプラス・マイ

ナス0.5g) 

糖類  g  ガスクロマトグラフ法又は高

速液体クロマトグラフ法  

プラス・マイナス20％ 

(ただし、当該食品100g当たり

（清涼飲料水等にあっては、

100ml当たり）の糖類の量が

2.5g未満の場合はプラス・マイ

ナス0.5g) 

食物繊維  g  高速液体クロマトグラフ法又

はプロスキー法  

プラス・マイナス20％  

亜鉛  mg  原子吸光光度法、キレート抽出

－原子吸光光度法又は誘導結

合プラズマ発光分析法  

プラス50％、マイナス20％  

カリウム mg 原子吸光光度法又は誘導結合

プラズマ発光分析法 

プラス50％、マイナス20％ 

カルシウム  mg  過マンガン酸カリウム容量法、

原子吸光光度法又は誘導結合

プラズマ発光分析法  

プラス50％、マイナス20％  

クロム ㎍ 原子吸光光度法又は誘導結合

プラズマ発光分析法 

プラス50％、マイナス20％ 

セレン ㎍ 蛍光光度法又は原子吸光光度

法 

プラス50％、マイナス20％ 

鉄  mg  オルトフェナントロリン吸光

光度法、原子吸光光度法又は誘

導結合プラズマ発光分析法  

プラス50％、マイナス20％  

銅  mg  原子吸光光度法、キレート抽出

－原子吸光光度法又は誘導結

合プラズマ発光分析法  

プラス50％、マイナス20％ 

ナトリウム mg 

(1,000mg

以上の量

を記載す

る場合に

あって

は、gを含

む。) 

原子吸光光度法又は誘導結合

プラズマ発光分析法 

プラス・マイナス20％ 

(ただし、当該食品100g当たり

（清涼飲料水等にあっては、

100ml当たり）のナトリウムの

量が 25mg未満の場合はプラ

ス・マイナス５mg) 
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第１欄 第２欄 第３欄 第４欄 

マグネシウ

ム  

mg  原子吸光光度法又は誘導結合

プラズマ発光分析法  

プラス50％、マイナス20％  

マンガン mg 原子吸光光度法又は誘導結合

プラズマ発光分析法 

プラス50％、マイナス20％ 

モリブデン ㎍ 誘導プラズマ質量分析法又は

誘導結合プラズマ発光分析法 

プラス50％、マイナス20％ 

ヨウ素 ㎍ 滴定法又はガスクロマトグラ

フ法 

プラス50％、マイナス20％ 

リン mg バナドモリブデン酸吸光光度

法、モリブデンブルー吸光光度

法又は誘導結合プラズマ発光

分析法 

プラス50％、マイナス20％ 

ナイアシン  mg  高速液体クロマトグラフ法又

は微生物定量法ナイアシン定

量用基礎培地法  

プラス80％、マイナス20％  

パントテン

酸  

mg  微生物定量法  プラス80％、マイナス20％  

ビオチン  ㎍  微生物定量法  プラス80％、マイナス20％  

ビタミンＡ  ㎍  吸光光度法又は高速液体クロ

マトグラフ法  

プラス50％、マイナス20％  

ビタミンＢ１  mg  高速液体クロマトグラフ法又

はチオクローム法  

プラス80％、マイナス20％  

ビタミンＢ２  mg  高速液体クロマトグラフ法又

はルミフラビン法  

プラス80％、マイナス20％  

ビタミンＢ６  mg  微生物定量法  プラス80％、マイナス20％  

ビタミンＢ12  ㎍  微生物定量法  プラス80％、マイナス20％  

ビタミンＣ  mg  ２・４－ジニトロフェニルヒド

ラジン法、インドフェノール・

キシレン法、高速液体クロマト

グラフ法又は酸化還元滴定法  

プラス80％、マイナス20％  

ビタミンＤ  ㎍  高速液体クロマトグラフ法  プラス50％、マイナス20％  

ビタミンＥ  mg  高速液体クロマトグラフ法  プラス50％、マイナス20％  

ビタミンＫ ㎍ 高速液体クロマトグラフ法 プラス50％、マイナス20％ 

葉酸  ㎍  微生物定量法  プラス80％、マイナス20％  

熱量  kcal  修正アトウォーター法  プラス・マイナス20％ 

(ただし、当該食品100g当たり

（清涼飲料水等にあっては、

100ml当たり）の熱量が25kcal

未満の場合はプラス・マイナス

５kcal) 

 

食塩相当量（g）＝ナトリウムの量（mg）×2.54/1000 
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